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受付印

この欄に収入印紙をはる。
１件について甲類審判　８００円分
　　　　　　乙類審判１，２００円分
　　　　　　調　　停１，２００円分

（はった印紙に押印しないでください。）
収　入　印　紙
予納郵便切手
予納登記印紙

準口頭

添 付 書 類

都　道
府　県

関連事件番号 平成 年（家　　）第 号

円
円
円

印

申  　
　
　

立  　
　
　

人

本　　籍

住　　所

連 絡 先

職　　業

フリガナ

氏　　名

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）

（戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。）

（戸籍の添付が必要とされていない申立ての場合は，記入する必要はありません。）

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）

※

大正
昭和　　　年　　　月　　　日生
平成

都　道
府　県

本　　籍

住　　所

連 絡 先

職　　業

フリガナ

氏　　名

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）

〒 － 電 話  （  ）

 （  方）
大正
昭和　　　年　　　月　　　日生
平成

一般（1/  ）

（942150）

（注）　太枠の中だけ記入してください。 ※の部分は，申立人，相手方，法定代理人，事件本人又は利害関係人
　　の区別を記入してください。

家　事 申 立 書　事件名（　　　　　　　　  ）
審　判

調　停

家 庭 裁 判 所
御 中

平成　　　年　　　月　　　日

申　 立 　人

の 署 名 押 印
又は記名押印

又は法定代
理人など　

治
タイプライタ
管理権喪失宣告

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本　　通
事件本人・未成年者の戸籍謄本　１通、破産手続開始決定謄本

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
２７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　花子

治
タイプライタ
タナカ　ハナコ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
事

件

本

人



179-2

申　　　立　　　て　　　の　　　趣　　　旨

申　　　立　　　て　　　の　　　実　　　情

（注）　太枠の中だけ記入してください。

一般（　/　）

治
タイプライタ
事件本人の未成年者に対する管理権の喪失宣告の審判を求める。

治
タイプライタ
１　未成年者の父田中一郎は、平成＊＊年＊＊月＊＊日死亡し、未成年者は
母である事件本人の親権に服しています。
２　申立人は、未成年者の父方の祖父です。
３　未成年者は、亡き田中一郎から相続した別紙目録記載の不動産を所有し
、親権者である事件本人が管理しています。
４　事件本人は、飲食店をしていましたが、失敗し、平成＊＊年＊＊月＊＊
日東京地方裁判所において破産宣告手続きの決定を受け同月同日決定が確定
しました。
５　事件本人が未成年者の財産を管理することは、事件本人が破産手続決定
を受けた経緯から見ても相当ではなく、未成年者の財産を危うくするおそれ
があります。
６　破産手続開始決定を受けた事件本人が未成年者の財産を管理することは
、相当ではないので、申立の趣旨どおり管理権の喪失宣告の審判を求めます
。




